
 

 

多治見市新庁舎建設ワークショップ 参加者のご意見まとめ 

 

１.意見概要 

 ワークショップで参加者から出された「新庁舎に求める機能や役割」に関するアイデアについて、カ

テゴリーに区分して以下に整理した。 

【意見概要】 

機能の区分 意見概要 

子育て支援 

・多治見駅近の利便性を活かし、名古屋で通勤する共働き世帯を支援する

ため、子ども預り機能があるとよい 

【具体的な施設のイメージ】 

 ・託児所 

 ・保育所（一時預り） 

・両親のどちらか都合のよい方が子どもを迎えに行きやすいように幼稚

園・保育園バスのターミナル機能があるとよい（参考事例：流山市の送

迎保育ステーション） 

【子どもにとってあるとよいと思う機能】 

 ・親子で集まり、一緒に遊べる場所 

 ・子どもためのミニスポーツ広場 

 ・スケードボード、BMXパーク、ボルダリングなど新スポーツができる

場所（オリンピック選手の輩出） 

 ・総合スポーツ専門家の常駐（親が子ともを安心して任せておける） 

 ・釣りなど、土岐川の自然にふれあえる公園 

 ・障がいのある方も一緒にスポーツできるスペース（ボッチャなど） 

 ・自転車で走っても安全な場所 

 ・無料充電ポート 

駅近接のメリット

を活かせる 

・高校生や大学生が集まり、意見交換できる場所 

・自家用車に乗れない高齢者（移動手段のない方）、JRでの通勤者に必要

な機能 

防災・安全安心 ・防災の観点から、地下への防災用貯水タンクの設置 



 

 

・虎渓用水広場の水を活用した防災機能 

自然・水と親しむ 

 

・オープンスペース・公園 

・新庁舎１階への虎渓用水の汲み上げによる「虎渓の泉」の設置 

・虎渓用水広場への蓮の花の設置 

情報共有・学ぶ 

・各地域の活動情報を閲覧できる場所があるとよい（例えば、情報提供用

のモニターなどの設置） 

・外部講師による講演会やスポーツ・文化活動を開催できる小ホール（参

考事例：岐阜駅のアクティブＧ） 

・新庁舎２階で多治見市のＰＲなど観光案内所や特産品などの案内コー

ナー 

その他 

・施設内において必要な用事を短時間で済ませられる 

・行きやすい駐車場（自転車駐輪場、業者のトラックが停車できる） 

課 題 

・多治見駅南地区から駅北庁舎へのアクセス改善（中心部へ行く際の道路

渋滞の解消等）が必要 

・防災の観点では、駅周辺は広いスペースがなく、国道 248号のアンダー

パス浸水による道路ネットワークの分断も懸念されることから、新庁舎

に防災機能を集約しない方がよいのではないか 

・防災の観点から、地下駐車場ではなく平面駐車場の方が安全である 

・建物ありきではなく、駅ちかという利便性の高さを十分活かせる機能に

特化させることが必要 

 

２．意見まとめ 

・多治見駅に隣接する利便性を活かす観点から、「子育て機能」に対する必要性については、満場一致で

あった。 

・特に、名古屋へ通勤（ＪＲを利用）する共働き世帯の子育て支援として、子どもの預り機能（託児所、

保育所等）が望まれていた。 

・子どもの立場としての必要だと思う機能は、スポーツや自然で遊ぶなど、子どもが「アクティブに体

を動かせる空間」があることで、特に、日頃はゲームなどで遊んでいる子どもへの新たなスポーツの

場が望まれており（日頃から子どもがスポーツに目にできるような場）。特定のスポーツに特化する

ことで、周辺市町から人を呼び込むことも期待されていた。 

・意見まとめを次ページに図化しました。 



 

 

 


